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令和２年度第２回東播磨圏域地域医療構想調整会議 開催結果報告 
圏域名 東播磨圏域  

日 時 令和 3 年 2 月 22 日(月)15:20～16:10 
場 所 加古川総合庁舎 5 階会議室  

議 長 加古川医師会長 中田邦也（医療部会長）  
出席者 別紙出席者名簿のとおり  

議事次第・概要 下記内容のとおり  

内 容 

１）兵庫県保健医療計画中間見直しについて  医務課より説明 

２）病床機能再編支援事業（病床削減支援給付金申請）について（神明病院）  

   今までの経過         事務局より説明  

   病床機能再編支援事業について 医務課より説明  

   病床削減支援給付金申請と地域医療構想との関係について  

神明病院より説明  

神明病院の病床転換及び病床削減については昨年度と、今年度の地域医療構想

調整会議で協議を行い、「地域医療構想の推進において問題なし」という結論と

なった。今回、病床削減支援給付金の申請があったため、「病床機能分化、病床

削減が地域医療構想の実現に資するものであるか」いう観点から協議を行った。 

                ↓  

神明病院においては、従来から在宅医療や入退院調整に積極的に取り組んで 

おり、その機能を向上させるため、急性期病床を削減して、一部慢性期病床に転

換し、病院機能を維持しつつ、引き続き在宅医療の後方支援を果たしていくこと

が、地域医療構想の実現に貢献するということで、承認が得られた。 

３）兵庫県保健医療計画記載に関する医療機能等の変更について  

                事務局、加古川中央市民病院より説明  

４）兵庫県立がんセンター建替整備基本計画について  

病院局、県立がんセンターより説明 

＊医療部会と同時開催 1) 3) 4）は医療部会の協議内容、2）が調整会議の協議

内容 

主な 

質疑応答・意見 

２）病床機能再編支援事業（病床削減支援給付金申請）について  

明石市医師会 橋本会長  

・神明病院の病床数の削減及び病床機能の変更については、既に理事会で協議を

行いその方向で検討いただくことで了解している。  

・ダウンサイジングに伴う財政支援について、回復期の削減、介護医療院への転

換は対象にならなのか。  

→必要な病床を減らす場合は対象にならない。介護医療院への転換については介

護関係の基金の中に補助があるため、対象とならない。 

次回以降の予定 未定 

作成者 加古川健康福祉事務所 企画課 冨井 

 


